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燃焼場で の 煤粒子生 成制御技術の 開発
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Abstract

　Diesel　engine 　is　in　the　 spotlight 　recently ，　because　of 　its　low 血el　consumption 　and 　low　emission 　level　of 　CO2 ．

However ，　dicsel　engine 　has　a　large　emission 　of 　soot 　which 　has　an 　adverse 　effect 　to　environment 　and 　human 　health．

Diescl　particulate　filter　is　presently　used 　to　decrease　the　soot 　emission 　level　of 　vehicle 　exhaust 　down 　to 工0％．

However ，　fUrther　reduction 　of 　soot 　emission 　is　necded 　to　use 　diesel　engine ．　We 　present　a　breakthrough　and 　it　is

confident 　of 　a　new 　technology 　to　deorease　soot 　emission 　by　i皿 adiating 皿 icro−wavc 　to　a　premix 重ng 　burner　which

makes 　soot ，　SMPS 　and 　ATOF −MS 　are 　used 　to　analyze 　the　cheinical 　species 　in　the　premixing　burner．　Micro　wave

irradiation　was 　effective 　in　decreasing　60％ ofthc 　soot 　emission ，

庄
　デ ィ

ーゼ ル エ ン ジン は ガ ソ リン エ ン ジ ン よ り熱効率 が高 い た め 二酸化 炭素排出 量 の 低減が 可能で あ る。　
一

方、デ ィ
ーゼ ル 排 ガ ス 中の NOx や煤 は様 々 な悪影響をもた らすため、こ れ らを低減させ る後処 理 デ バ イ ス の

追加 が 不可欠 で あ る。デ ィ
ーゼ ル 車 両 で は 不完全燃焼 に よ り発生す る 「煤」 の 排出量低減 の た め に排気 管途

中 に DPF （Diesel　Particulate　Filter） を 設置 し煤 排 出量 を 90％ 以 上 減少 させ て い る 。 し か し、更な る排出抑制の

ため に は 燃焼場に お ける煤生成制御 の 研究が必要 となる、本報告で は マ イ ク ロ 波 を煤生成場 に 照射す る 事 で

煤生成 の 抑制を試み た。

　本研 究 は、マ イ ク ロ 波照射 に よ る煤生成抑制方法 の 開発を 目的とする、具体的には、マ イ ク ロ 波 を煤生成

場 に 照射 す る 事 で煤生成が抑制され る 事 を検証 し、更 に 抑制メ カ ニ ズ ム を解明す る。
実験方法

　 エ チ レ ン を燃 料、合成 空気を酸化剤 と し た 予 混合 バ ーナ ー
を作成 し、バ ーナ ー

火炎に マ イ ク ロ 波を o〜50w
照射 し、SMPS （Scanning　Mobility　Particle　Sizer）、　ArOF −MS （Aerosot　Time 　ofFlight 　Mass 　Spectrometer

’
）を用 い て

、

エ チ レ ン の 燃 焼 で 生成す る煤粒子 の 粒 径、組 成 の 分析を行 う事 で 煤 生 成 の 変化 を分析 した 。

結果 ・考察

　 SMPS によ り、マ イ ク ロ 波照射 に よ る 煤粒
．
了 の 生

成抑制効 果 に っ い て 検討 し た。Flg．1 に 当量 比 2」 の

条件 で 作成 し た 火 炎 に マ イ ク ロ 波 を照射 し て 生成 し

た煤粒 ヂの 体積分率 を 示 す、50W の マ イ ク ロ 波 照射

で煤体積が約 60％減少 した。こ れ は マ イ ク ロ 波照射

に よ る 誘 電体加熱 で 煤 粒 F表 面が気化 ［1］、或 い は

表面成 長 が 抑 制 さ れ 、煤 粒 径 が 小 さ く な っ た た め と

考 え ら れ る。

　
．一

方、煤に 含まれ る 多環 芳香族炭化 水素（PAH ）の

ATOF −MS で の 測定結果 か ら は 、よ り 大き な PAH 成

分 が マ イ ク ロ 波照射 によ り増加 して い る事が わ か る

（Fig，2）。こ れ は 先 に 述 べ た 煤 の 表 面 成 長 に 寄与 しな い

化合物 が 気 相 中で 反 応 頻 度 を増 し、ビ レ ン な どの 分 子

量 の 大 きな PAH を生成後 、煤 に 再度付 着 したた め と

考え られ る、、
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の 体 績 分 率 の 変 動

0010

　
　
　
　
　

う
　
　
　

　
　
　
　　
　
　
　　
　　
　

　
　
　
　
　

Qo
　
　
　
　
　
　
Do

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　　
　

〉

葛
⊆
〇

三
Φ
⊆

 
N
⊆
ω

m「

022

〉

岩
に

o

だ冖
Φ
こ
o
」

♂

　

　
　
　
　

11

　
　
　
　

　
　
0D

　

　
　
　
　

O
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　　
O

　 　 　 　 　 o　　　 1D　　　 2o　　　 3D　　　 4D　　　 5o

　　　　　　　μ wave 　strength （W）

Fig．2 等量 比 2．2 に お け る マ イ ク ロ 波照射 に よ るベ ン

ゼ ン 、ビ レ ン の 質量ス ヘ ク トル 変化
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